
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】起立補助椅子に関し、起立介助的利便性を確保

し、一般健常者と供に同線的行動が出来るよう、構造の

小型化により軽量化を図り、快適且つ、機能的な車椅子

を提供する。

【解決手段】車椅子本体フレーム１１と、該椅子に傾動

可能に設けられた左右１組の平行リンクで構成された着

座枠３０，２８と、該着座枠に対し傾動自在に具備せし

めた着座椅子部１２と、該着座枠を傾動昇降させる昇降

機構４と着座椅子１２に嵌合せしめた尖頭型サドル部１

を有し、昇降機構４が駆動ポンプ連結され、該着座枠又

は尖頭型サドル部を傾動昇降させる集中型コントロール

装置２０により駆動制御を行なうことができる。起立移

行するとサドル基部１６に嵌合した長穴スライド溝７を

滑り、尖頭型サドル部１を降起させて股間部と臀部を下

支えする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 座 椅 子 部 分 （ １ ２ ） に 嵌 合 せ し め た 臀 部 を 支 え る 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） を 具 備 し 、 起
立 補 助 に 使 用 す る 昇 降 機 構 （ ４ ′ ） を 駆 動 し て 股 間 部 位 に 、 サ ド ル 部 （ １ ） を 隆 起 さ せ て
、 臀 部 を 下 支 え す る 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 起 立 補 助 椅 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 大 転 子 お よ び 蝶 骨 周 辺 サ ポ ー ト 装 置 （ ２ ） で 該 装 置 を 上 下 又 は 前 方 に 少 動 手 段 を 具 備 せ
し め た 。 ほ か 下 腿 脹 脛 部 位 サ ポ ー ト 装 置 （ ３ ） の 起 立 補 助 装 置 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 起 立 補 助 椅 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 起 立 補 助 椅 子 の 操 作 及 び 利 用 者 の 作 業 性 と 起 立 補 助 昇 降 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 齢 者 、 身 体 障 害 者 、 そ の 他 足 の 不 自 由 な 者 等 は 、 椅 子 に 腰 を 掛 け た り 立 ち 上 が っ た り
す る 動 作 が と て も 不 具 合 で あ る と 共 に 、 危 険 を 伴 な う も の で あ る 。 従 前 の 起 立 補 助 車 椅 子
は 、 主 と し て 起 立 補 助 に 関 し て の 利 便 性 お よ び そ の 安 全 性 を 主 体 に 考 案 さ れ 、 着 座 板 の 昇
降 な ど 改 良 が 行 わ れ る な ど 、 種 々 開 発 さ れ て い る が 、 特 に 膝 の 拘 束 形 状 に に 危 険 性 を 秘 め
、 従 前 に あ る 同 様 な 課 題 を 残 し た 構 造 と な っ て い た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 前 の 起 立 椅 子 は 、 利 用 者 の 身 長 な い し 体 形 お よ び 不 自 由 度 に よ る 、 姿 勢 に 応 じ て 適 し
た 補 助 が 成 さ れ て お ら ず 、 利 用 者 の 所 望 に 応 じ た 最 も 適 当 な 高 さ へ の 無 段 階 調 整 、 若 し く
は 前 倒 れ を 抑 え る 装 備 が 、 潤 沢 に な さ れ て い な い 等 、 課 題 を 残 し て い た 。 （ 例 え ば 、 特 許
文 献 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 福 祉 や 介 護 の 分 野 で は 、 従 来 よ り 、 介 護 者 な い し 介 助 者 の 体 力 的 負 担 を 、 軽 減 す る た め
の 種 々 の 装 置 や 道 具 が 考 案 さ れ て い る が 、 車 椅 子 利 用 の 下 肢 不 自 由 者 が 社 会 生 活 す る う え
で 、 家 庭 内 、 或 い は 、 職 場 の 高 い 所 の も の に 手 が 届 か な い な ど 、 不 具 合 が あ り 起 立 位 補 助
状 態 に よ っ て は 、 滑 り 落 ち る こ と や 前 倒 れ し て し ま う こ と な ど 、 真 に 利 用 者 の 要 求 を 満 た
す に は 至 っ て い な い 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 介 護 者 な い し 介 助 者 に と っ て 、 車 椅 子 か ら 降 ろ し て ベ ッ ト に 寝 か せ た り す る の は 、 介 護
者 な い し 介 助 者 に と っ て 体 力 的 負 担 の き わ め て 大 き い 作 業 と な っ て い る に も 拘 わ ら ず 、 搭
乗 者 の 負 担 も 大 き く 、 特 に 上 肢 に 負 担 が 大 き く か か る な ど の 課 題 を 残 し て い た 。 （ 例 え ば
、 実 用 新 案 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 番 号 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ３ ／ ０ ２ ６ ５ ５ ０
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ９ － １ ８ ６ １ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ ５ ４ ４ ０ 号 公 報
【 実 用 新 案 文 献 １ 】
第 ３ ０ ２ ９ ５ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 し た 、 従 前 の 起 立 補 助 車 椅 子 は 、 主 と し て 自 力 走 行 の で き る 搭 乗 者 の 使 用 に 利 便 性
が 配 慮 さ れ た 機 構 の 車 椅 子 で 、 体 力 の 弱 い 人 や 、 下 肢 不 自 由 者 な い し 脊 椎 損 傷 事 故 に よ る
下 半 身 麻 痺 障 害 者 な ど 、 家 庭 や 職 場 の 、 高 い 位 置 に あ る 必 要 な 物 を と る こ と な ど 、 適 宜 そ
れ に 応 じ た 介 助 を す る 必 要 が あ っ た 。 又 、 要 介 護 者 の 、 移 行 作 業 は 介 護 者 の 大 き な 労 力 を
必 要 と し 腰 痛 乃 至 ギ ッ ク リ 腰 な ど は 、 深 刻 で 家 庭 で の 介 護 な い し 介 助 は 、 す こ ぶ る 困 難 と
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な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 前 の 起 立 補 助 車 椅 子 は 、 座 板 を 起 立 さ せ て ゆ く 場 合 、 座 板 に 対 す る 着 座 者 の 着 座 位 置
は 、 固 定 的 な も の で は な く 、 座 板 の 傾 き 角 度 が 増 す に 連 れ て 、 臀 部 の 前 方 向 に 重 心 は 移 動
し 、 臀 部 を 前 方 へ 押 し 出 さ れ る よ う に な る の で 、 や が て 静 止 摩 擦 係 数 の 限 界 を 越 え 滑 り が
起 こ る の で 、 そ の た め 着 座 者 は 後 ず さ り な い し 立 ち 上 が り 動 作 と 共 に 、 前 方 へ 歩 み 出 る 必
要 に 迫 ら れ る と 言 う 不 具 合 が 生 じ る の で 、 膝 の 拘 束 体 を 具 備 す る 前 記 車 椅 子 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ３
／ ０ ２ ６ ５ ５ ０ で は 、 膝 関 節 を 痛 め る な ど の 危 険 が 潜 み 、 慣 れ な い 者 に と っ て は 、 一 層 危
険 性 を 増 す も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 起 立 補 助 椅 子 に お い て は 、 使 用 者 が 姿 勢 変 化 の 過 程 に お い て 前 方 へ 、 ず り 落 ち る こ
と な く 、 よ り 安 心 し て 使 用 で き る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 当 該 発 明 は 、 従 前 の 起 立 補 助 椅 子 な い し 起 立 補 助 車 椅 子 の 構 成 が 有 し て い た 、 基 本 的 な
問 題 と 欠 点 と を 、 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 起 立 補 助 車 椅 子 利 用 者 の 社 会 復 帰 な ど 、
起 立 補 助 的 利 便 性 を 確 保 し 、 一 般 健 常 者 と 供 に 同 線 的 行 動 が 出 来 る よ う 、 構 造 の 小 型 化 に
よ り 軽 量 化 を 図 り 、 安 全 で 安 心 、 し か も 快 適 且 つ 機 能 的 な 起 立 補 助 車 椅 子 を 提 供 す る こ と
を 、 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 該 発 明 で は 、 次 に 述 べ る 技 術 的 手 段 を 講 じ た 。 即 ち 、 該 発
明 に 係 わ る 起 立 補 助 方 法 で は 、 着 座 者 が 足 を 床 面 に 付 け た 状 態 で 腰 掛 け る 着 座 椅 子 部 の 支
持 部 材 は 、 左 右 各 １ 組 の 平 行 リ ン ク に よ っ て 、 本 体 フ レ ー ム 前 方 左 右 に 付 設 さ れ た 突 起 プ
レ ー ト に 、 上 下 ２ 箇 所 に 枢 軸 を 介 し 連 結 さ れ て 、 構 成 さ れ て い る 着 座 枠 で 、 左 右 の 平 行 リ
ン ク の 座 枠 の 前 方 寄 り に 左 右 の 平 行 リ ン ク 同 士 を バ ー で 互 い に 少 な く と も １ 組 の 対 応 す る
リ ン ク 同 士 を 結 合 す る こ と に よ っ て 、 左 右 の 平 行 リ ン ク 同 士 が 一 体 で 作 動 す る よ う に な る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 該 結 合 バ ー 中 心 部 の 、 左 右 両 側 に 円 弧 状 ア ー ム を 前 下 方 に 向 け て 結 合 さ せ ア ー ム
下 端 部 に 枢 軸 を 介 し 昇 降 機 構 を 構 成 す る 伸 縮 駆 動 装 置 の 小 型 低 廉 化 を 図 り 具 備 せ し め 、 本
体 フ レ ー ム に 直 立 状 に 固 着 す る こ と で 、 本 体 フ レ ー ム 内 部 の 空 間 を 合 理 的 に 広 く 取 る こ と
が で き る 。 こ の 様 に し て 円 弧 状 に 左 右 同 位 相 で 傾 動 昇 降 さ せ る よ う に し た 着 座 枠 が 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 該 着 座 枠 の 上 面 に 付 設 し た 着 座 椅 子 部 分 に 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 配 置 し 、 サ ド ル 下 部 に 嵌 合
し た ス ラ イ ド 装 置 と 尖 頭 型 サ ド ル 部 の 尖 頭 部 下 位 に 付 設 さ れ た 伸 縮 駆 動 装 置 の 駆 動 に よ り
、 に わ か に 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 上 昇 ス ラ イ ド さ せ て 、 着 座 者 の 所 定 位 置 に 隆 起 可 能 に し た 着
座 椅 子 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 着 座 者 の 着 座 椅 子 に 対 す る 着 座 位 置 は 、 固 定 的 な も の で は な く 、 着 座 椅 子 の 傾 き 角 度 が
、 増 す に 連 れ て 臀 部 の 前 方 向 に 重 心 は 移 動 し 、 臀 部 を 前 方 へ 押 し 出 さ れ る よ う に な る の で
、 該 着 座 椅 子 部 表 面 と 着 座 者 の 臀 部 と の 間 の 静 止 摩 擦 力 の 限 界 を 越 え 、 や が て 滑 り が 起 こ
る 。 し た が っ て 昇 降 機 構 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 着 座 枠 お よ び 着 座 椅 子 部 の 傾 動 昇 行 に あ
わ せ て 、 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 隆 起 せ し め 、 着 座 者 の 臀 部 及 び 股 間 を 下 支 え し て 上 肢 の ず り 落
ち を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 即 ち 、 股 間 部 お よ び 臀 部 を 支 え る 装 置 で 、 尖 頭 型 サ ド ル 下 部 に 嵌 合 し た ス ラ イ ド 装 置 と
尖 頭 型 サ ド ル 部 の 尖 頭 部 下 位 に 枢 着 さ れ た 昇 降 機 構 の 駆 動 に よ り 、 着 座 椅 子 の 傾 き 角 度 に
あ わ せ 、 に わ か に 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 上 昇 ス ラ イ ド さ せ て 、 前 述 し た 着 座 者 の 所 定 位 置 に 隆
起 さ せ て 、 股 関 部 お よ び 臀 部 を 下 支 え し て 起 立 補 助 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 該 車 椅 子 本 体 に 設 け ら れ て 着 座 者 の 股 下 の 長 さ 、 つ ま り 足 の 長 さ に 応 じ て 車 椅 子 本 体 フ
レ ー ム 前 方 に 下 垂 す る フ ッ ト レ ス ト を 支 持 す る 、 左 右 の 支 持 棒 の 長 さ を 左 右 が 同 様 に 調 整
で き る よ う に す れ ば 、 搭 乗 利 用 者 に 最 も 適 し た 高 さ を 、 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 該 発 明 で は 、 着 座 椅 子 本 体 の 近 傍 に 設 け ら れ た 、 大 転 子 お よ び 腸 骨 周 辺 サ ポ ー ト 装 置 が
、 起 立 補 助 動 作 が 起 こ る と き に 、 該 装 置 を 前 方 に 動 か す 手 段 を 具 備 す る こ と が 好 ま し い 。
こ の こ と が 、 起 立 な い し 着 座 す る と き に 下 腿 脹 脛 部 サ ポ ー ト 装 置 の 拘 束 度 合 い が 適 度 に き
つ く 締 ま る の を 防 ぐ の で 車 椅 子 搭 乗 利 用 者 の 快 適 性 に 大 き く 貢 献 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 該 発 明 に 係 わ る 起 立 補 助 機 能 を 有 す る 車 椅 子 で は 、 移 動 可 能 な 車 体 を 具 備 し 起 立 補 助 車
椅 子 と し て 、 搭 乗 利 用 者 が 着 座 位 か ら 起 立 位 に 移 行 す る 場 合 に 、 車 椅 子 に お け る 重 心 バ ラ
ン ス は 、 前 方 向 に 重 心 が 移 動 す る た め バ ラ ン ス 的 安 全 性 を 考 慮 し 、 駆 動 軸 間 距 離 を 従 前 の
も の よ り 広 め に と り 、 中 輪 駆 動 車 Ｗ Ｏ ２ ０ ０ ３ ／ ０ ２ ６ ５ ５ ０ よ り も 設 定 重 心 を 後 方 に 置
く 、 後 輪 駆 動 車 と し た こ と で 起 立 位 補 助 状 態 で の 重 心 バ ラ ン ス を 安 定 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 し た 車 椅 子 本 体 と 、 該 発 明 に 係 わ る 起 立 補 助 椅 子 を 介 し て 、 起 立 補 助 方 法 で は 着 座
者 が 、 足 を フ ッ ト レ ス ト 上 面 に 付 け た 状 態 で 、 腰 掛 け る 着 座 椅 子 部 の 支 持 部 材 を 、 左 右 各
１ 組 の 平 行 リ ン ク に よ っ て 構 成 さ れ て い る 着 座 枠 と 、 そ の 上 面 に 付 設 し た 着 座 椅 子 部 に よ
っ て 構 成 さ れ て い る 着 座 枠 部 と 、 該 着 座 枠 に 対 し て 車 椅 子 本 体 フ レ ー ム 前 部 寄 り の 左 右 突
起 プ レ ー ト に 、 上 下 ２ 箇 所 に 枢 軸 を 介 し て 連 結 さ れ た 左 右 の 平 行 リ ン ク 式 着 座 枠 の 、 前 方
寄 り に 左 右 の 平 行 リ ン ク 同 士 を バ ー で 互 い に 少 な く と も 、 １ 組 の 対 応 す る リ ン ク 同 士 を 結
合 す る こ と に よ っ て 、 左 右 の 平 行 リ ン ク 同 士 が 一 体 で 作 動 す る よ う に な る 。 即 ち 、 傾 動 自
在 に 設 け ら れ た 着 座 椅 子 部 と 着 座 枠 を 傾 動 昇 降 さ せ る 昇 降 機 構 に よ り 、 着 座 者 が 、 足 を フ
ッ ト レ ス ト 上 面 に 付 け た 状 態 で 腰 掛 け る 着 座 姿 勢 で で あ っ て 、 膝 を 速 や か に 屈 伸 さ せ る コ
ン ト ロ ー ル 装 置 を 、 背 凭 れ フ レ ー ム 両 側 前 方 向 に 設 け た 水 平 位 置 に 肘 掛 け を 付 設 し 、 そ の
近 傍 に 左 右 の ど ち ら で も よ く 、 傾 動 昇 降 操 作 を 一 極 集 中 型 に し た 、 コ ン ト ロ ー ル 装 置 を 具
備 せ し め た こ と に よ り 、 搭 乗 者 自 身 ま た は 介 護 者 に よ り 高 さ を 、 自 在 に 調 整 で き る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ほ か の 課 題 解 決 手 段 は 、 着 座 椅 子 部 分 に 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 有 し 、 昇 降 さ せ る 昇 降
機 構 を 駆 動 さ せ 、 起 立 移 行 す る 時 に 、 に わ か に 股 間 部 に 着 座 椅 子 部 分 に 嵌 合 せ し め た 、 尖
頭 型 サ ド ル 部 を 隆 起 さ せ て 股 間 部 お よ び 臀 部 を 下 支 え し て 安 定 さ せ 、 起 立 状 態 を 確 保 さ せ
た 、 尖 頭 型 サ ド ル を 押 し 上 げ る 支 柱 で 、 左 右 振 れ の 少 い 三 角 形 な い し 多 角 形 若 し く は 、 円
形 で 振 れ 止 め を 具 備 し た 形 状 で 円 弧 状 で あ っ て も よ く 伸 縮 自 在 型 の 昇 降 装 置 で 構 成 し て あ
る 、 電 動 型 起 立 補 助 椅 子 で 、 し か も 快 適 に 起 立 補 助 す る こ と が で き る の で 、 こ の 技 術 的 な
解 決 手 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 着 座 椅 子 部 分 に 嵌 合 せ し め た 臀 部 を 支 え る 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 具 備 し 、 起 立 補 助 に 使 用 す
る 昇 降 機 構 を 駆 動 し て 着 座 椅 子 部 分 の 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 隆 起 さ せ て 、 臀 部 を 下 支 え す る 構
造 で あ る こ と と 、 着 座 椅 子 部 分 と 、 該 着 座 椅 子 部 の 後 部 で 立 ち 上 が る 背 凭 れ の 、 両 側 前 方
向 に 設 け た 肘 掛 け の 近 傍 に 左 右 の ど ち ら で も 良 く 、 昇 降 操 作 を 一 極 集 中 型 に し た 、 コ ン ト
ロ ー ル 装 置 を 具 備 せ し め た こ と に よ り 、 使 用 者 自 身 ま た は 介 護 者 に よ り 起 立 調 整 を 出 来 る
よ う に し た 起 立 補 助 椅 子 、 こ の 技 術 的 な 解 決 手 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 、 下 肢 不 自 由 搭 乗 利 用 者 が 足 を フ ッ ト レ ス ト 上 面 に 付 け た 状
態 で 、 腰 掛 け た 状 態 か ら 起 立 状 態 を 確 保 す る 場 合 に あ っ て 、 ま ず 該 車 椅 子 に 腰 掛 け る 着 座
椅 子 部 の 支 持 部 材 は 、 左 右 各 １ 組 の 平 行 リ ン ク に よ っ て 構 成 さ れ て い る 着 座 枠 と 、 該 着 座
枠 に 対 し て 前 部 寄 り に 枢 軸 を 介 し て 傾 動 自 在 に 設 け ら れ た 着 座 枠 の 上 面 に 着 座 椅 子 部 を 付
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設 し た こ と に よ り 、 膝 の 屈 伸 を 速 や か に 行 な え る 機 構 を 具 備 し た こ と で 、 運 動 療 法 士 に 高
く 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 着 座 椅 子 部 分 に 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 有 し 起 立 移 行 時 に 、 に わ か に 股 間 部 位 に 尖 頭 型
サ ド ル 部 を 隆 起 せ し め て 股 間 部 お よ び 臀 部 を 下 支 え し 、 上 肢 の ず り 落 ち を 無 く す こ と が で
き る 。 即 ち 当 該 発 明 に よ れ ば 、 起 立 な い し 着 座 状 態 移 行 に 際 し て も 、 共 に 着 座 椅 子 か ら ズ
リ 落 ち る と い う 不 安 感 を 払 拭 し て ス ム ー ズ に 起 立 お よ び 着 座 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 該 車 椅 子 に お い て 、 搭 乗 着 座 姿 勢 か ら 起 立 姿 勢 ま で 無 段 階 可 変 を 確 保 せ し め 高 低 を 昇 降
自 在 に す る こ と で 、 車 椅 子 搭 乗 利 用 者 の 経 済 社 会 へ の 職 場 復 帰 な ど を 快 適 に 補 助 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 搭 乗 利 用 者 が 着 座 位 か ら 起 立 位 に 移 行 す る 場 合 に 、 車 椅 子 に お け る 重 心 バ ラ ン ス は 、 前
方 向 上 位 置 に 重 心 が 移 動 す る た め バ ラ ン ス 的 安 全 性 を 考 慮 し 、 設 定 重 心 を 後 方 に 置 く 、 低
重 心 型 で 軸 間 距 離 を 広 め に 設 定 し た 、 後 輪 駆 動 車 し た こ と で 起 立 位 の 重 心 バ ラ ン ス 的 安 全
性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 該 発 明 は 、 着 座 姿 勢 か ら 起 立 姿 勢 に 移 行 す る 時 に 、 手 動 式 ま た は 電 動 式 の 腸 骨 周 辺 サ
ポ ー ト 装 置 で 、 搭 乗 利 用 者 の 所 望 に 応 じ て 該 装 置 を 大 転 子 位 置 で あ っ て 上 下 ま た は 前 方 に
動 か す 手 段 を 具 備 し た の で 、 任 意 に 適 宜 調 整 で き る ほ か 、 下 腿 脹 脛 部 位 サ ポ ー ト 装 置 お よ
び 付 属 マ ジ ッ ク テ ー プ で 無 理 な く 、 し っ く り と 抑 え る こ と が 出 来 る の で 、 前 後 な い し 左 右
の 振 れ 、 お よ び 、 前 倒 れ 込 み 防 止 に な り 、 着 座 椅 子 部 に 嵌 合 せ し め た 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 隆
起 さ せ 、 股 間 部 お よ び 臀 部 を 下 支 え し 安 定 さ せ て 、 滑 り 落 ち な ど 危 険 な 動 き を 防 い だ 装 置
に し た こ と を 特 徴 と し た 、 起 立 補 助 椅 子 で ス ム ー ズ に 起 立 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 当 該 発 明 は 、 上 述 し た 技 術 的 手 段 を 講 じ て 機 能 性 を 具 備 せ し め た 。 左 右 の 平 行 リ ン ク 式
着 座 枠 に 枢 軸 を 介 し て 傾 動 自 在 に 設 け ら れ た 着 座 枠 の 上 面 に 着 座 椅 子 部 を 付 設 し た 。 即 ち
、 膝 の 屈 伸 を 速 や か に 行 な え る 機 構 を 具 備 せ し め た こ と に よ り 、 運 動 療 法 士 に 高 く 評 価 さ
れ る 。 ほ か 該 起 立 補 助 用 サ ド ル 部 は 、 当 該 発 明 の 起 立 補 助 椅 子 の シ ン ボ ル 的 機 能 を 有 し 、
腰 掛 け 動 作 を し な が ら 同 時 に 後 ず さ り も す る よ う な こ と が な く な る の で 、 下 肢 不 自 由 者 な
ど の 、 起 立 補 助 的 利 便 性 を 確 保 し 、 一 般 健 常 者 と 供 に 同 線 的 行 動 が 出 来 る よ う 、 構 造 の 小
型 化 お よ び 軽 量 化 を 図 か り 、 扱 い や す く 起 立 お よ び 着 座 補 助 操 作 も 、 肘 掛 け 近 傍 に 集 中 型
コ ン ト ロ ー ル 装 置 を 具 備 し て お り 、 着 座 状 態 か ら 起 立 補 助 状 態 ま で 任 意 の 高 さ に 停 止 さ せ
る こ と が で き る た め 、 利 用 者 ま た は 介 護 者 の 所 望 に 応 じ て も っ と も 便 利 な 姿 勢 が と れ る 効
果 が あ る の で 、 快 適 且 つ 機 能 的 な 起 立 補 助 車 椅 子 を 提 供 す る こ と が で き る 。 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 即 ち 、 起 立 補 助 車 椅 子 は 、 搭 乗 利 用 者 の 操 作 が 簡 便 に 行 な え る な ど 、 利 用 へ の 不 安 感 を
払 拭 し て 、 安 心 且 つ 快 適 に 、 前 方 お よ び 上 下 左 右 空 間 の 利 用 が 一 般 の 健 常 者 と 同 等 に 、 こ
れ を 有 す る こ と が で き る の で 、 下 肢 不 自 由 者 の 起 立 補 助 椅 子 と し て の み な ら ず 、 作 業 用 の
椅 子 と し て も 適 し て い る と 言 え る の で 、 社 会 復 帰 に か か わ る 第 １ 歩 を 切 り 開 く も の で あ り
、 社 会 経 済 的 に も 貢 献 で き 、 下 肢 不 自 由 者 共 同 参 画 時 代 の 先 駆 け と な ら ん と す 、 大 義 を 奏
す る も の で あ る 。
【 発 明 の 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 当 該 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ か ら 図 ３ に 基 ず い て 説 明 す る が 、 こ れ は あ く ま で １
実 施 例 で あ り 該 発 明 を 表 現 し た も の で 、 下 記 の 例 に よ っ て 該 発 明 が 実 施 例 だ け に 限 定 さ れ
る 物 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 図 １ Ａ に お い て 、 着 座 椅 子 部 （ １ ２ ） に 嵌 合 し た 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） の 上 視 図 を 示 し
た も の で 、 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） 下 部 に 枢 着 せ し め た 、 昇 降 機 構 （ ４ ′ ） の 駆 動 時 に 、 せ
り 出 せ る よ う サ ド ル 基 部 に ス ラ イ ド 用 軸 （ １ ６ ） と 長 穴 ス ラ イ ド 溝 （ ７ ） が 嵌 合 し 、 具 備
さ れ た 溝 造 で 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ Ｂ の 側 面 図 に お い て 、 着 座 位 状 態 に あ る 、 車 椅 子 本 体 フ レ ー ム （ １ １ ） と 、 該 椅 子
に 傾 動 可 能 に 設 け ら れ た 左 右 各 １ 組 の 平 行 リ ン ク に よ っ て 構 成 さ れ て い る 着 座 枠 （ ３ ０ ）
お よ び （ ２ ８ ） と 、 該 着 座 枠 に 対 し て 前 部 寄 り に 枢 軸 （ ２ ６ ） お よ び （ ２ ５ ） を 介 し て 傾
動 自 在 に 具 備 せ し め た 着 座 椅 子 部 （ １ ２ ） と 、 車 椅 子 本 体 に 付 設 さ れ て 該 着 座 枠 を 傾 動 昇
降 さ せ る 、 昇 降 機 構 （ ４ ） と 着 座 椅 子 部 分 （ １ ２ ） に 嵌 合 せ し め た 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ）
を 有 し 、 着 座 枠 （ ３ ０ ） 前 寄 り の 左 右 中 心 部 に 基 部 微 動 固 定 （ ２ ９ ） さ れ た 昇 降 機 構 （ ４
′ ） が 駆 動 ポ ン プ （ １ ８ ） に 連 結 さ れ 、 該 着 座 枠 又 は 尖 頭 型 サ ド ル 部 を 傾 動 昇 降 さ せ る 集
中 型 コ ン ト ロ ー ル 装 置 （ ２ ０ ） に よ り 搭 乗 利 用 者 ま た は 介 護 者 の 所 望 に 応 じ 無 断 階 の 駆 動
制 御 を 同 時 に お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 起 立 位 移 行 す る と き サ ド ル 基 部 （ １ ６ ） に 嵌 合 し た 長 穴 ス ラ イ ド 溝 （ ７ ） を 滑 り
出 し 、 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） を 隆 起 さ せ て 、 に わ か に 股 間 部 お よ び 臀 部 を 尖 頭 型 サ ド ル 部
（ １ ） が 下 支 え を す る の で 、 上 肢 の ず り 落 ち を な く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し た が っ て 、 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） は 昇 降 機 構 （ ４ ′ ） が 駆 動 す る こ と に よ り 隆 起 し て
股 間 部 お よ び 臀 部 を 下 支 え す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 当 該 車 椅 子 に 、 傾 動 可 能 に 設 け ら れ た 左 右 各 １ 組 の 平 行 リ ン ク に よ っ て 構 成 さ れ て い る
、 着 座 枠 （ ３ ０ ） お よ び （ ２ ８ ） と 、 該 着 座 枠 に 対 し て 前 部 寄 り に 枢 軸 （ ２ ５ ） お よ び （
２ ６ ） を 介 し て 傾 動 自 在 に 設 け ら れ た 着 座 枠 の 上 面 に 着 座 椅 子 部 （ １ ２ ） を 設 け 、 着 座 枠
（ ３ ０ ） に 傾 動 昇 降 用 湾 曲 ア ー ム （ １ ５ ） を 該 座 枠 前 寄 り の 中 心 部 左 右 （ ３ ２ ） に 前 下 方
に 向 け て 円 弧 状 に 結 合 し た 下 端 部 に 枢 軸 を 介 し て 連 結 し た 、 昇 降 機 構 （ ４ ） は 、 油 圧 又 は
ガ ス 式 の シ リ ン ダ を 用 い た 流 体 伸 縮 装 置 で 、 昇 降 機 構 の 駆 動 部 で あ り 車 椅 子 本 体 フ レ ー ム
（ １ １ ） に 固 着 し て あ る 構 造 と し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 傾 動 昇 降 用 湾 曲 ア ー ム （ １ ５ ） を 使 用 す る こ と で 下 端 部 を 枢 軸 で 連 結 し 、 昇 降 機 構 （ ４
） を 直 立 状 に 固 着 す る こ と が で き る の で 、 構 造 の 無 駄 を 省 き 小 型 低 廉 化 を 図 る れ る と い う
こ と か ら 、 即 ち 車 椅 子 本 体 フ レ ー ム （ １ １ ） の 構 造 的 な 合 理 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 当 該 車 椅 子 の 背 凭 れ （ ８ ） 近 傍 に 、 付 設 さ れ た 左 右 １ 組 の 大 転 子 お よ び 蝶 骨 周 辺 サ ポ ー
ト 装 置 （ ２ ） は 、 手 動 式 又 は 電 動 式 の サ ポ ー ト 装 置 で 、 搭 乗 利 用 者 の 所 望 の 動 き に 応 じ て
、 該 装 置 を 上 下 又 は 前 方 に 動 か す 手 段 と し て 、 長 穴 ス ラ イ ド 溝 （ １ ７ ） を 形 成 し 、 望 ま し
く は 緩 や か な 円 弧 状 長 穴 ス ラ イ ド 溝 が 優 れ 、 樹 脂 座 板 を 嵌 合 し た 、 該 装 置 は 、 微 動 滑 り 間
隙 を 構 成 し 装 着 し た の で 、 滑 り 間 隙 を 任 意 に 適 宜 調 整 で き る ほ か 、 下 腿 脹 脛 部 位 サ ポ ー ト
装 置 （ ３ ） で し っ く り と 抑 え る こ と が 出 来 る の で 、 前 後 又 は 左 右 の 振 れ 、 お よ び 、 前 倒 れ
込 み 防 止 に な り 、 双 方 の サ ポ ー ト 装 置 （ ２ ） お よ び （ ３ ） は 低 反 発 性 ク ッ シ ョ ン を 使 用 し
、 下 腿 脹 脛 部 位 サ ポ ー ト 装 置 （ ３ ） は 固 定 用 マ ジ ッ ク テ ー プ を 使 用 す る こ と に よ り 、 搭 乗
利 用 者 の 拘 束 感 も 少 な く 出 来 る ほ か 、 調 整 可 能 フ ッ ト レ ス ト （ １ ０ ） 及 び 下 腿 脹 脛 部 位 サ
ポ ー ト 装 置 （ ３ ） と 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） の ３ 点 支 持 す る こ と に よ り 、 よ り 安 定 し た 利 用
者 の 立 位 に 於 け る 下 肢 へ の 負 荷 バ ラ ン ス を 調 整 す る こ と が 適 い 、 起 立 す る こ と で 下 肢 へ の
体 重 負 荷 に 因 る 機 能 回 復 効 果 が 期 待 で き る こ と を 奏 す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の サ ポ ー ト 装 置 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ に 示 す 、 着 座 位 状 態 お よ び 起 立 位 状 態 へ 傾 動 昇 降 し た イ メ ー ジ 図 で 、 尖 頭 型 サ ド ル
部 （ １ ） が 、 着 座 位 姿 勢 で は 、 着 座 椅 子 部 （ １ ２ ） に 嵌 合 さ れ て い る の で フ ラ ッ ト な 状 態
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に あ り 、 傾 動 起 立 補 助 移 行 す る と 同 時 に 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） の 下 部 に 枢 備 し た 、 昇 降 機
構 （ ４ ′ ） の 駆 動 に 合 せ 、 せ り 出 せ る よ う サ ド ル 基 部 に 嵌 合 せ し め た 長 穴 ス ラ イ ド 溝 （ ７
） は 、 円 弧 状 が 望 ま し く 尖 頭 型 サ ド ル 部 の 内 側 に 納 ま る よ う に セ ッ ト さ れ 、 着 座 椅 子 部 （
１ ２ ） お よ び 尖 頭 型 サ ド ル 部 （ １ ） は 、 座 り 心 地 を 踏 ま え 低 反 発 性 ク ッ シ ョ ン で 成 型 さ れ
、 双 方 、 丸 み を 帯 び た 形 状 で 嵌 合 さ れ て い る の で 、 鋏 ま れ る 危 険 性 を 回 避 し た も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ は 、 起 立 補 助 車 椅 子 の 起 立 位 状 態 の 着 座 枠 で 、 ２ 組 の 平 行 リ ン ク （ ３ ０ ） （ ２ ８ ）
と 着 座 椅 子 部 （ １ ２ ） 、 背 凭 れ （ ８ ） 、 肘 掛 け （ １ ９ ） 、 お よ び 集 中 型 コ ン ト ロ ー ル 装 置
を 表 現 し た も の で 、 各 装 置 を 構 成 す る 全 体 フ レ ー ム の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に 示 す （ ２ ０ ） は 、 前 進 、 後 退 、 左 右 方 向 の 操 作 、 及 び 着 座 状 態 か ら 伸 張 し た 起 立
状 態 と に 屈 伸 操 作 を す る た め の 装 置 で 、 肘 掛 け （ １ ９ ） 近 傍 に 設 け た も の で 、 合 理 的 に 構
成 し た 集 中 型 コ ン ト ロ ー ル 装 置 （ ２ ０ ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ 下 位 に 示 す フ ッ ト レ ス ト （ １ ０ ） お よ び 下 腿 脹 脛 部 位 サ ポ ー ト 装 置 （ ３ ） は 、 搭 乗
利 用 者 の 身 長 に 応 じ て 適 宜 調 整 が で き る 工 夫 を 具 備 し て い る 。 ほ か 、 重 心 バ ラ ン ス を 後 方
に お く 蓄 電 池 （ ２ １ ） 、 駆 動 輪 （ ２ ２ ） お よ び 軽 量 で 方 向 自 在 の 前 輪 （ ２ ３ ） で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 Ａ 当 該 発 明 の 、 １ 実 施 形 態 を 示 す 着 座 椅 子 部 （ １ ２ ） お よ び 嵌 合 せ し め た サ ド ル
部 （ １ ） の 上 面 図 。 Ｂ 電 動 型 起 立 補 助 車 椅 子 の 着 座 状 態 の 全 体 側 面 図
【 図 ２ 】 当 該 発 明 の 、 １ 実 施 形 態 を 示 す 電 動 型 起 立 補 助 車 椅 子 の 着 座 状 態 お よ び 起 立 位 状
態 の 全 体 側 面 図 。
【 図 ３ 】 当 該 発 明 の 、 １ 実 施 形 態 を 示 す 電 動 型 起 立 補 助 車 椅 子 の 起 立 状 態 の 全 体 フ レ ー ム
の 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ 　 サ ド ル 部
２ 　 大 転 子 お よ び 腸 骨 周 辺 サ ポ ー ト 装 置
３ 　 下 腿 脹 脛 部 位 サ ポ ー ト 装 置
４ ′ サ ド ル 部 の 隆 起 用 駆 動 装 置
７ 　 サ ド ル 基 部 嵌 合 長 穴 ス ラ イ ド 溝
１ ０ 利 用 者 に 合 せ た 調 整 機 能 付 フ ッ ト レ ス ト
１ ２ サ ド ル 収 納 型 着 座 椅 子 部
１ ５ 昇 降 用 湾 曲 ア ー ム
１ ６ サ ド ル 基 部 ス ラ イ ド 用 嵌 合 軸
１ ７ 大 転 子 お よ び 腸 骨 周 辺 サ ポ ー ト 装 置 、 枢 着 長 穴 ス ラ イ ド 溝
２ ０ 集 中 型 コ ン ト ロ ー ル 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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